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論 文 内 容の要旨

目的

他に明らかな原因がなく血中成長ホノレモン (GH) が

RIA では正常な低身長者(¥，、わゆる正常低身長者〉で

成長障害をきたす機序については不明な点が多い.本

研究ではこの様な正常低身長者の血中 somatomedin o

C (SM.C) 値を測定し，さらに GH を免疫活性と比べ

て生物活性をより良く反映すると考えられるレセプ

タ -assay (RRA) で測定し比較検討した.そして SM.

C 値が低値を示した症例に hGH 治療を行ないその治

療効果を検討した.

対象及び方法

1)対象:身長が向性同年齢の平均の -2SD 以下

で，低身長以外特に異常の認められない 6 -16 歳の男

子21 例，女子 2例，計23 例を対象とした.

2) 方法:血中 SM.C は二抗体法による RIA で測

定した.

対象症例に GH 分泌刺激試験を行ない，増加した

hGH を RRA とRIA で測定し， レセプター活性と免

疫活性の比 (RRA/RIA) を算出した. hGH の RIA は

二抗体法により， RRA は培養ヒトリンパ球 CIM.9 細

胞〉を用い， receptor modulation assay を modify し

た方法で、行なった.

上述の症例中 SM.C 値が下垂体性小人症と同程度

のO.4 U/ml 以下の低値を示した12 例中 7例に hGH 治

療を行ない，開始後 4-8 カ月間の身長促進効果， SM.

C 値の反応について検討した.

結果及び考察

1)血中 SM.C 値:正常低身長者 23 例の血中 SM.C

値は0.15-2.9 1U /ml に分布し，その平均は0.70 :1:

o .14( :1: SEM)U /ml であった.対象とした正常低身長

者の中には下垂体性小人症と同程度に低い SM.C 値

を示す症例が認められ，これらを SM 低値群とし

(SM.C 壬0.4U/m 1)，他を SM 正常群とした.骨年齢の

遅延の程度と血中 SM.C 値との聞には正の相関が認

められた.
、2) 血中 hGH の RRA/R 悶IA: 1日1例の SM 正常群でで

は RRA/RIA
群では0.3 お5- 1. 0閃3に分布した. SM 低値群において 4

例で0.35 ，0.48 ， 0.56 ， 0.58 と低値を示した.

3) hGH 治療開始後の経過 :SM 低値群で RR A!
RIA が0.6 未満と低値を示した 4例中 3例で hGH 治

療を行なったところ 2例で明らかな身長促進効果が

認められ，これらの症例では，生物活性の低い GH が

分泌されている可能性が考えられた.又， SM.C が低値

だが GH の RRA/RIA の明らかな低下は認められな

い 8 例中 4 例に hGH 治療を行なった所 1例で軽度

の身長促進効果が認められたが他の例では特に効果は

認められなかった.この症例では薬理学的試験では血

中 GH は正常に増加するが一日の分泌量が少ない可

能性が考えられた.

結論

正常低身長者の一部の症例において SM が低値を
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示し，その一部では GH の RRA/RIA 比が低値を示し

た.次で SM 低値の一部の例では hGH 療法が有効で

ある事を示した.
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論 文 審 査の要旨

本論文は血中成長ホルモンが，ラジオイムノアッセイでは正常値を示す，いわゆる正常低身長者の

中に，血中ソマトメジンが低値を示すものがあり，その様な患者の大部分では血中成長ホノレモンが，

レセプターアッセイでは低値を示し，ヒト成長ホルモン療法に反応することを示した.その結果この

様な患者ではラジオイムノアッセイでは正常値を示すが，生物学的活性の低い成長ホルモンを分泌す

る為に，低身長である可能性を示したもので，医学上価値ある論文と認める.
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